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1 ． 4 歳児就学義務制度の導入と「基礎段階」の創設
（ 1） 4 歳児からの就学義務
　北アイルランドの資料においてしばしば目にするのが、次のヨーロッパ諸国
の小学校就学開始年齢の一覧である（Northern Ireland Assembly, Research and 










（a） 9月 1日から（同日を含む）翌年の 7月 1日（同日を含む）までの期間の日
にちについては、彼は翌年の 8月 1日まで義務教育年齢の下限に達したとみなさ
れるべきではない。












（出典：Northern Ireland Assembly, Research and Library Service 2010: 10）
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ない。……」
　わかりにくい条文であるが、たとえば、最も幼い場合、 7月 1日に 4歳になる

































　 4歳児就学の施行後、たとえば、小学校第 1学年への教室補助員（classroom 






リキュラムの改訂により、2007年 9 月からは小学校第 1、 2学年がキー・ステー
ジ 1から切り離され、「基礎段階」として独立する 5 ）。その趣旨は、小学校の最
初の 2年間において、教員に教育方法に関する一層の柔軟性を与えるとともに、
















































大臣である Caitriona Ruaneがその職に就いてからである。2007年 5 月 8 日の大


































































2011年 5 月には、教育大臣が John O’Dowdに交代することになる。
（ 2）就学開始年齢の「弾力化」への焦点化
　O’Dowd新大臣は、上記の文教委員会において、就学開始年齢問題に「決着を







































が指示される 7 ）。その直接的な契機は、教育大臣と教員団体 ATL及び保護者団























な施策にはならなかった。第 2は、 0～ 6歳の枠内で教育及び保育を総合的に検
討する一環として、 4、 5歳児の教育のあり方を見直すという選択肢である 8 ）。













談の相手方である教員団体 ATL及び保護者団体 Parents Out Loudの報告書であ
る。もう 1つは、北アイルランド議会調査局による 3つの報告書である。まず、
前者からその内容とエビデンスを確認しておきたい。











情が高く、不安感は低い（Sylva K. and Nabuco M. E. 1996）。
　・アメリカの研究では、子ども主導型でよりインフォーマルな就学前施設で
育った子どもの方が、23歳の時点で、学校的な施設で育った子どもよりも、



















































Ireland Assembly, Research and Library Service 2010、以下「第 1報告書」）、「就
学開始年齢に関する論議」（Perry C. 2011、以下「第 2報告書」）、「乳幼児対策」









て挙げられているのは次の点である。（Northern Ireland Assembly, Research and 














（Syke, E. et al. 2009）。
　・他方、スコットランドの研究によると、 4歳半から就学している子どもが学
校教育により苦しめられているというエビデンスはない。同時に最適な就学










の保育施設が必要とされるであろう（Crawford C. et al. 2007）。
　・乳幼児戦略案について相談を受けたステークホルダーは就学開始年齢を引き
上げ、それに応じて 2年間の質の高い就学前教育を提供することを支持して










リキュラムを見直すことを含みうる（Northern Ireland Assembly, Research and 
















（Syke, E. et al. 2009）。たとえば、キー ･ステージ 1で期待されるレベルに
到達するのは、学年で最も年少（ 8月生まれ）の女児が53％であるのに対し、
最も年長（ 9月生まれ）の女児は80％である。キー ･ステージ 2ではそれぞ
れ63％と76％であり、そのギャップは縮まるものの有意差は残る（Crawford 
C. et al. 2007）。
　・早生まれの子どもたちの年齢に関連する不利益は、自尊感情の低さにつな















































　アメリカでは就学の延期はかなり一般的であるが、同国での研究（Katz L. G. 
2000）によると「このアプローチの効果に関する調査は決定的なものではない」
（Perry C. 2013: 29）としてその知見を次の表のようにまとめている。
　またアメリカの調査（Crawford C. et al. 2007）によると、誰が延期を決めるの
か、という問題も示されている。つまり、親が決定的な役割を持つとすると、裕
福な家庭の方が弾力化を活用するため、親の選択による不公平の問題が生じうる
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